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私たちに求められる信仰 

 

担当司祭 田丸 篤 

日本の社会は宗教の言葉が力を持たない世俗化し

た社会になったと言われます。聖書に示される神の知

恵も、多くの人はそれを悟ろうとはしなくなっていま

す。確かに聖書の言葉を自力で読んでも、そこに示さ

れる意味をつかみきれないという感想をよく耳にし

ます。確かにその通りかもしれません。しかし私たち

に求められる態度は、私たちにとって神様が一番大切

な方だと受けとめ生きる信仰者の態度です。 

 私たちにとって簡単に答が出せない人生の問いの

一つは、死に向かう人間の生に意義があるのか、ある

としたらそれはどのような意義なのかという問いで

す。信仰を持たない人々にとって、死んだら終わりで

あるという捉え方が主流です。また亡くなった後の事

はどんなに頭を働かせても言い表すことはできない

のだから、そのような事について考えるよりも今をど

のように生きることができるか、それも自分にとって

意味のある生き方を全うすることに専念するという

のが普通のあり方だと思います。イエス様が十字架の

死で終わらずに三日目に復活されたのは、イエス様だ

けでなくイエス様を信じる全ての者も同じように復

活することを表しておられます。でもイエス様と同じ

ように復活すると言われても、それが必ずしも希望に

はならないというのが多くの人々の反応ではないだ

ろうかと感じます。死を超えた永遠の命の世界がある

こと、それを思って今を大事に生きる。そのために神

様との親密な交わりが大事である。これらのことをど

う自分が受けとめ、毎日の具体的な生活の中で実現し

ていったらよいか、これは大事な問いかけですが、私

たちは普段あまりこの問いに目を向けずに過ごして

しまっていると思います。神様にお祈りし、お願いし

たら神様はその願いを聞き適えてくださる。それだけ

でよいのであれば、話は難しくないのかもしれません。

でも神様が聖書の言葉、特にイエス様の言葉で示して

おられるのは「自分の命であろうとも、これを憎まな

いなら、わたしの弟子ではありえない。自分の十字架

を背負ってついて来る者でなければ、だれであれ、わ

たしの弟子ではありえない」(ﾙｶ 14･26-27)というこ

とです。イエス様の言葉を通して示される天の父の思

いに応えて歩むためには、自分に死ぬこと、自分を第

一にしないことが求められます。そしてそのような生

き方は、自分中心の思いで生きようとしている人は生

きることができません。神様が正しいとされる生き方

を私たちが生きることができるためには、私たちの方

から神様に近づいていく必要があります。自分の足り

なさを認めて、信じて、本当に必要なことを神様に祈

り求めていく。それができるとき、私たちは自分の中

に神様が働き動いてくださって、永遠の命につながる

歩みができるようになります。そのために毎日イエス

様に語りかけ、共にいて共に働いてくださるように心

から祈りたいです。 
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「共同宣教司牧」のルーツを訪ねて 

 

福音宣教部 S S 

１９９９年横浜教区の司教に叙階された梅村司教

様が、翌年２０００年のクリスマスに出された書簡

「交わりとしての教会をめざして」が実現されるため

に、２００７年の司教教書で起こされた運動が「共同

宣教司牧」でした。今、私たちの信仰と教会を導いて

いる梅村司教様が選ばれたこの試みのルーツがどこ

にあるのか、どのように生まれ、受け継がれてきたの

かを知ることは大切なことでしょう。 このルーツは

１９５８年、７６歳で教皇に選ばれた聖ヨハネ２３世

に起源があります。彼は歴代最も高齢で着座された教

皇として、「つなぎ」と揶揄されました。確かにこの方

の在位は５年間という短い期間でしたが、カトリック

の長い教会史の中でも特別な５年間でした。ことの始

まりは着座してほんの３ケ月後、１７名の枢機卿を連

れて、ふらりと訪問されたローマ城壁外の聖パウロ教

会のミサ後の挨拶で、この「つなぎ」の教皇が耳を疑

うようなことを宣言されたのです。「私は全教会のた

めの公会議を開催します。」と、また「わたしたちはイ

エスが『時のしるし』を見分けるようにと教えられた

ことに注意を向けたい」と付け加えられました。その

後、教会はこの「つなぎ」の教皇が聖霊の息吹に導か

れて、教会の閉ざされた窓を開かれたと評価しました。

その後、公会議準備のためにバチカンの官僚の枢機卿

たちでさっそく議題リストが作られましたが、それを

ご覧になられた教皇は、その提案書を執務室のごみ箱

に捨て、全世界の司教方に今教会が何に面しているの

か彼らのナマの思いを集めるよう指示したのでした。

この公会議の手法は 2000 年の教会の歴史の中で初め

ての試みでしたが、この教皇の全世界の司教たちへの

信頼は、現在でも 16 回を経て開催し続けられている

シノドス（世界代表司教会議）に生き続けているとい

えます。 

この「つなぎ」教皇への見事な聖霊の導きはいくつ

もの成果を生みました。その中で梅村司教様の「交わ

りの教会」と「共同宣教司牧」の直接のルーツといえ

るものは『教会憲章』という第２バチカン公会議の成

果です。公会議開催の１９６２年１０月から２年間以

上をかけて出来上がったこの「聖霊の傑作文書」の第

４章「信徒について」の 34、35、36 の三つの節に、

「キリストの三職（祭司職・預言職・王職）に参与す

る信徒」という見事な定義があります。この箇所は、

梅村司教様が２００７年の司教教書「共同宣教司牧に

向けた新たな宣教司牧評議会と地区共同宣教司牧委

員会」ｐ.4 以降に、『わたしたちの教会がキリストの

教会としてあり続けるための、三つの欠かせない要素』

として三つの部門（祈り・伝え・証し）が定められた

が、これもそれがルーツといえます。私たちにとって

この「キリストの三職」との関係を自分のこととして

理解し、生きることは、今回の「学び直し」の最終的

な目的だと思っています。（手強いですが・・・） 

最後に、『教会憲章』で表明された「教会の姿」は、

だれもが予想できなかったほど画期的でした。公会議

からもう６０年が経過している現在でもその成果を

教会が生きているか疑問があるぐらいのとてつもな

い刷新でした。 このような、教会像を１８０度転換

する発想の舞台裏には、特別なカリスマを持ち、聖霊

に導かれた人々の貢献も見逃せないのです。例えば公

会議が始まる１０年も前に上記の「信徒とキリストの

三職」との不可分な関係を唱えていた人がいました。

フランス人のドミニコ会士で「イヴ・コンガール」と

いう方でした。彼は公会議開催時には顧問神学者とし

て招聘されていませんでしたが、「教会憲章」の草案が

混迷した際、教皇に追加顧問として緊急に呼ばれた人

でした。この判断はその後の「教会憲章」にはなくて

はならない部分が盛り込まれた、聖霊の絶妙な働きだ

ったといえるでしょう。 

１２月３日（日）待降節第１主日に行われる第１回

目の「共同宣教司牧の学び直し」が、第２バチカン公

会議を導いた同じキリストの聖霊によって私たちを

どこへ導かれようとしているか、少しでも気づく機会

となればと思います。                         
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横浜教区カトリック女性の会パスカ 

 

N K 

２０２３年９月２７日（水）カトリック山手教会に

おいて横浜教区カトリック女性の会パスカの第６６

回総会とミサが行われました。 

横浜司教区 梅村昌弘司教様と、カトリック津久井教

会主任司祭 山田宏亨神父の司式で執り行われまし

た。この日は偶然にも私の誕生日でもあったので朝か

らドキドキしていました。光栄にも私は奏楽奉仕をさ

せていただく大きな恵みに与ることができました。鐘

の音を合図にはじまったミサ、ピンと張りつめた緊張

のなかにも聖霊の働きを感じるような空気感があり

ました。カトリック山手教会聖堂内に差し込む陽の光

さえも美しく、荘厳なカトリックミサの世界に居るこ

との喜びを感じつつ、入祭の歌 典７「あなたのいぶき

をうけて」から閉祭の歌まで、皆様のお祈りの妨げと

ならないように気をつけて責任をもって弾くことに

務めました。 

神の温かな慈しみある御言葉を梅村司教様のお説教

から受けとり、このような貴重な経験をさせていただ

けましたことに梅村昌弘司教様、山田宏亨神父様、ﾊﾟ

ｽｶ会長はじめ役員の方々、パスカ会員の皆様に深く感

謝申し上げます。 

ミサ後、休憩をはさんで横浜教区カトリック女性の

会パスカの総会が開催されました。 

梅村司教様のお話から一部ご紹介させていただきま

す。１９９９年５月１５日司祭叙階から教区司祭在位

２５周年、ベトナムから３名の神学生が末吉町教会、

藤が丘教会、逗子教会へ配属となり、関内 YMCA で日

本語の勉強を進めていること。そして、１０月４日か

らシノドス第一会期が始まり、シノドスのテーマ「と

もに歩む教会」の観点から、福音宣教について フラ

ンシスコ教皇様の使徒的勧告「福音の喜び」にふれて

お話くださいました。福音宣教者は祈りから出発して

信仰を深め、他者のために真の思いやりを持つことが

できます。例えば、パウロの祈りには「あなた方一同

のために祈るたびに、いつも喜びをもって祈っていま

す。あなた方一同のことを心に留めているからです。

そこには喜びをもって祈る姿があります。宣教には形

式にはとらわれず、何かを伝えるというより、神を信

頼しきって自分のすべてを委ねることが必要です。福

音を述べ伝える教会の母マリア様にロザリオの祈り

を唱える人、十字架のキリスト像にまなざしを向ける

人々にも宣教の姿があります。主を信じ、自らすべて

を神にゆだねて信仰を深めるということです。皆さん

も高齢になるほど自分を神に委ねることの必要性を

感じていらっしゃると思います。 

総会最後には 山田宏亨神父様のまとめのお話があ

り、いつくしみある神を仰ぎ、心救われる思いでした。

パスカのご紹介もしておきましょう。私が所属する横

浜教区カトリック女性の会パスカでは、主に高齢司祭

のために献金活動をしています。カトリック厚木教会

協力司祭 山口道孝神父様の旧約聖書を読む会も開

催されています。６６年の歴史があり、在籍している

ことに誇りを感じております。他教会の信徒の皆様と

の交流ができて楽しみもあります。会員の高齢化が進

んでいる傾向もあり、女性に限定されますが現在会員

募集中です。豊かな活動となるように ご要望もお寄せ

ください。パスカへの入会をご検討いただけましたら

幸いです。 
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私たち行事親睦部は、今年から新しく部員 6 名で再

出発し、相談しながら教会行事を信徒の皆様と喜び分

かち合えるものにできるよう企画しています。 

コロナによってすべての行事が中止されてしまい、そ

れ以前に戻れないところも多々ありますが、今年は成

人式のお祝い・復活祭・ペトロのお祝いと、ささやか

ではありましたが、パーティーが再開されてお手伝い

いただいた皆様にも本当に感謝でした。 

10 月 22 日のフリーマーケットも 4 年ぶりの開催

で、手作り食品は出店できませんでしたが、お天気に

も恵まれ、22 店の出店をいただき、来年は又新しくお

店を募集できるように考えたいと思いました。 

この後は、11 月 26 日(日)にはクリスマスの飾りつ

けがあります。教会の特定の方だけでなく、皆様のご

参加も親睦の一環だと思いますので、是非、ご協力い

ただけると嬉しいです。 

来年には、3 月 31 日の復活祭・6 月 23 日(予定)の

戸塚教会守護の聖人ペトロのお祝い日があり、12 月

には堅信式・フリーマーケットと続いていきます。 

 教会行事は、本来、教会の兄弟姉妹全員が自分たち

のものとして参加・協力して行うものです。 

私たち部員は、その段取りをいたします。本来の行事

親睦の形を目指していきますので、積極的にご参加く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事親睦部の紹介 

10月 22日フリーマーケット風景 

行事親睦部の

皆さん 

正門内での

ランチ販売 

教会前庭の

賑わい 

福祉関係の店 
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父なる神様、聖霊の光の輝きで私達を照らして下さい。私達の中から、あなたの召命を受けて将来司

祭をめざす兄弟が生まれますようにお祈り致します。又、私達がその兄弟のために祈って行く事が出

来ますようにお導きください。 ア―メン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一粒会祈りのリレー (11 月度) 

釣りゲーム 

大聖堂内の様子 コーヒーと紅

茶の提供 

大聖堂内の様子 
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１）「福島やさい販売」 
 

  10 月 29 日 4 年ぶりに福島やさい販売が開催されました。朝方の雨は止み幸いにも好天に恵まれ良

い出だしです。 出店は福島県本宮市に本拠を置く NPO 法人「福島やさい畑」。横浜司教区の山口道孝神

父様は副理事長を務められています。５０人を超える信徒の皆様に来店いただきました。又、店舗が道路

に面していた事もあり、近隣の方々が何名も立ち寄っていただきました。今後も定期的に販売ができるよ

うにしたいと思います。次回は 12 月 24 日午前を予定しています。ご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ステラマリス毛糸の帽子プロジェクト 
 

11 月 18 日（土）〜26 日（日）に皆様に編んでいただいた毛糸の帽子を集めます。 

受付室の箱に入れてください。27 日の週に末吉町教会のステラマリスに、カリタス石巻ベースの編み手

さんの帽子と一緒に運びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜11月度定例教会委員会（11/12）＞ 

【協議事項】 

 （１)訃報（委員長） 

原宿教会久我神父様ご母堂帰天の報告があり、謹ん

でご冥福をお祈りするとともに、教会として御花料

をお出しすることとした。 

（２）待降節練成会「共同宣教司牧の学び直し 第

1 回」について（福音宣教部、教学部） 

協議し下記の通り進めることとした。 

①おおよその構成と終了時刻は下記の通り 

1．導入案内（菅野様） 

2．共同宣教司牧のルーツを訪ねる（菅野様） 

3．グループごとの分かち合い：全体を 6 グループで

（聖堂 2 グループ、1 階集会室、2 階会議室２グルー

プ、3 階和室：参加人数によって調整） 

4．全体会（聖堂） 

〇時間：ミサ後〜13：30 くらいまで 

②軽食提供：個別包装のお菓子程度を分かち合いの

グループごとに用意する 

③資料を 11/18(土)、19(日)の週から事前配布開始 

・「わたしたちが目指している共同宣教司牧とは」

（カトリック横浜司教区 共同（協働）宣教司牧推 

進チーム） 

・「共同宣教司牧のルーツを訪ねて」・・・教会だ

より１１月号掲載予定の原稿を別刷りで配布する 

（３）地区割変更案について(委員長・総務部) 

コロナ禍以降、メール連絡網整備もあり、地区での

活動が停滞しており、今後の教会活動を想定し、各

地区のミサ参加者数の平準化が必要なため、地区割

り変更案について説明があり、協議した。 

近所の信者同士のつながり・交わりを深めるととも

に、以前あったようなお茶当番等行事や聖堂掃除な

どお手伝いをお願いすることも考えられるため、原

案通り進め、掲示やお知らせなどで広報していく。 

（3）パーテーションの購入について(委員長、管

財、教学) 

管財部から使用の構想や運営方法が不明で明確に、

との意見を受け、下記の通りで進めることとした。 

・必要性は、土地活用検討の際に分かち合い等の場

として信徒会館を考える前に今の施設を活用する考

えから出てきた話で、聖堂を複数グループで使う場

合等に仕切りを置いて、防音は難しいが見た目や気

持ちの上で仕切りを設け分かち合う環境を用意する 

・試行として、12 月 3 日の練成会で使う方向で、レ

ンタルでアコーディオン式のものを使ってみて、有

効性や保管場所など使用についての構想を検討する 

・上記状況を管財部でも共有してもらう。 

（4）１１月教会だよりミサ行事日程表（典礼部） 

11 月、12 月のミサ行事日程表を作成、各部の行事

日程を確認し、待降節第 3 主日の横のスペースに

12/12-16 平日のゆるしの秘跡の記載を、12/24 備

考欄にオープンデイの記載を、各々追加する。 

（5）地下駐車場の倉庫の整理について（管財部） 

近年倉庫が煩雑になりこの機会にぜひ整理を、との

趣旨で、11/19(日)ミサ後に保管物の確認作業(特に

廃棄物の仕分け)と保管スペースの割り当てを行う。

各部の代表者に出席依頼、集合場所は地下駐車場。 

（6）2023 年戸塚教会年末寄付案（福祉部） 

10 月までの維持費納入実績に基づく今年度「愛の献

金」予測、48 万円の寄付先を、フリーマーケットの

益金 10 万円（寄付先・金額は行事親睦指定）を考慮

した上で福祉部案をまとめた。新たに加えた「NPO

法人 ひだまりの森」を加えた愛の献金寄付候補団

体詳細は、別紙の通りで 11 月実額で修正し、可能な

限り 12 月中に寄付したい、と説明があり承認した。 

（7）「聴く会」について（福祉部） 

2024 年に横浜ダルクの代表による「聴く会」を開催

する日程について審議。教会の典礼・行事に支障が

出ないよう 6 月 30 日を候補とし先方の確認を取る。 

（8）信徒大会までの日程について（委員長） 

・1 月 14 日に公示と教会委員会、2 月 11 日信徒大

会として準備を進め、これに間に合うよう各委員で

資料作成などを進めることとした。 

・土地活用検討委員会報告は、（６）各活動部の報

告・計画のあとの（７）＝独立した 7 番目の議題と

して扱い、次に（８）その他、とする。 

 

［報告事項］ 

【委員長】 
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・10 月 22 日(日)大船教会で｢伝える部門｣の集まり 

・11 月 4 日(土)鍛冶ヶ谷教会で｢証し部門｣の集まり 

・24 年 1 月 28 日(日)2 時から戸塚教会で｢証し部

門｣の集まり予定。戸塚教会も｢証し部門｣の福祉部・

行事親睦部から参加。 

・共同宣教司牧サポートチームから養成研修会｢傾聴

『良い聴き手になるために』」の案内。 

・同サポートチームが金沢教会で 11/25 に「信徒･

修道者･司祭がともに信仰を分かち合う交流会」 

【財務部】 

 ①世界難民移住移動者の日献金 ￥58,000、世界

宣教の日献金 \57,000、横浜司教区に振込。 

②宣教地召命促進の日献金 12/2.、3 に実施予定

です。多くの皆様のお祈りと献金をお願いします。 

【管財部】 

① 業者による窓ガラスの清掃を実施(11/8(水))。 

② 司祭館のリビングのカーテン、冷蔵庫、洗濯機の

買い替え。危険な状態で早急に対応した。 

③ 司祭館の TV 地上波が受信できない対応 

④ 雨漏り対策とお願い：聖堂の祭壇部の雨漏り対策

を管財部メンバーにて実施いたしました。 

※教会建物や設備に何かお気づきの際には管財部に

連絡をお願いします。写真があると助かります。 

【典礼部】※ミサ行事予定表も参照ください 

①田丸神父対話週間：10/24(火)〜27(金)  

※11 月、12 月は中止。 

 ②祈りの会（教学・典礼）：10/15(日)久我神父ご

指導。11 名参加 

 ③クリプタ合同慰霊追悼ミサ：11/4(土)(聖堂）  

 ④死者のためのミサ：11/4(土)、5(日)：戸塚教会

に関係の死者のためのミサ。 

 ⑤七五三のお祝：11/12(日) ※出席者 10 名 当日

は前庭にてサンパウロの出店。 

 ⑥祈りの会（教学・典礼）：11/19(日)ミサ後、久

我神父ご指導。 

 ⑦クリスマスの飾り付け：11/26(日)10 時ミサ後、

祭壇前（典礼）・入口と前庭の電飾等（行事親睦） 

 ⑧12 月の予定：12/9(土)戸塚合同クリスマス会

（戸塚 YMCA）のため、16 時ミサはなし。 

12/12(火)〜16 日(土)14 時〜15 時 ゆるしの秘跡

（田丸神父） ※事前申込。 

12/17(日)10:00〜主日ミサ（久我神父）、ミサ後祈

りの会（久我神父ご指導） 

12/24(日)10:00〜主日ミサ（中和田/日野神父司

式）、ミサ後、ゆるしの秘跡（日野神父） 

 18：00〜待降説夜半ミサ（田丸神父司式） 

12/25(月)10：00〜待降節日中ミサ(田丸神父司式）  

【教学部】 いずれも田丸神父ご指導 

①Zoom で行う信仰を深める講座：10/21(土)   

②祈りを深める分かち合いの集い：10/18(水) 

③その日のミサの福音を味わう集い：11/5(日) 

④Zoom で行う信仰を深める講座：11/18(土) 

⑤祈りを深める分かち合いの集い：11/15(水) 

【広報部】 

各活動部からのお知らせを引き続き募集 。 

【福祉部】 

10 月 29 日（日）販売「NPO 法人 福島やさい畑」 

信徒 30〜40 人、駐車場の問題もなく、近隣の方も

ご利用頂けた。次回は、12 月 24 日（日）予定。 

【行事親睦部】 

10 月 22 日㈰開催のフリーマーケットの売上は、参

加いただいた福祉 5 団体に寄付。（サーラー、風の

バード、クローバー、アトリエ窓、しもごう） 

 

【宣教地召命促進の日・献金（財務部）】 

「宣教地召命促進の日」を呼び掛ける教皇庁使徒聖

ペトロ事業の目的は、全てのキリスト者が宣教地の

地元の司祭と神学生、男女修道者と志願者を育てる

必要性を意識し、物的援助だけではなく、祈りと信

仰生活による支援を促進していくことです。この

日、私たちは特に祈りと犠牲によって、「収穫のた

めに働き手を送ってくださるように、収穫の主に」

願います。当日の献金はローマ教皇庁・福音宣教省

に集められ、全世界の宣教地の司祭養成、男女修道

者の養成のために用いられます。戸塚教会では１２

月２日、３日で献金を行います。皆様のお祈りとご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

次回教会委員会は 12/10(日) 11:15〜 


